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健全育成をはかるため 
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1・バイクの無免許運転はさせません。 I 
l 

2 夜間の外出や夜あそびはさせません〇 I 
《 

、 

3．子どもだけの外泊はさせません〇 I 
I 

一
 

、

，

く

【

f

 

ぐい 
‘
●
1
1
"J
？
、
‘
J
、
，
‘
、
く
‘
、
‘
J
v
、、f
、‘、J
く
く
イ
、
‘
'
l
」・、f
●、z
‘」，‘‘、f
、，f
・
、
‘
、
‘
 

一 

子
ど
も
た
ち
に
冬
休
み
が
や
っ
て
来
ま
 
て
、
街
頭
補
導
を
行
い
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
 

ー
し
た
。
 

吸
い
そ
う
な
場
所
の
巡
回
や
バ
イ
ク
の
無
 

》 

こ
の
期
間
、
楽
し
く
有
意
義
に
す
ご
さ
 
免
許
（
無
暴
運
転
）
運
転
な
ど
の
防
止
に
 

一
せ
た
い
も
の
で
す
が
非
行
へ
の
か
念
の
 
努
め
ま
す
o
 

一

 

手
が
い
つ
の
ま
に
か
、
 
子
ど
も
の
身
近
か
 

また、 
町
民
の
方
々
に
町
ぐ
る
み
で
こ
 

一
に
せ
ま
る
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。
 

の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
青
少
年
を
つ
く
ら
 

一 

方
城
町
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
年
 
な
い
、
み
の
が
さ
な
い
運
動
を
推
進
し
て
 

一
末
、
年
始
の
移
唯
唯
酒
槻
ゆ
旧
を
か
す
め
 

い
た
だ
く
た
め
に
よ
び
か
け
を
い
た
し
ま
 

》 
て
忍
ぴ
よ
る
非
行
へ
の
さ
そ
い
か
ら
、
方
 
す。 

一
城
町
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
を
町
ぐ
る
 

特
に
、
冬
休
み
中
は
上
記
三
点
を
全
家
 

一
み
で
守
り
、
非
行
の
な
い
健
全
な
子
ど
も
 
庭
で
徹
底
し
て
な
く
し
て
い
た
だ
く
こ
と
 

ー
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
 
を
目
標
と
し
ま
し
た
の
で
、
全
町
民
の
ご
 

一
す
。
 

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

『 

そ
の
た
め
、
青
少
年
問
題
協
議
会
と
し
 

⑨

非

行

防

止

 は
 

ま

ず

家

庭

 か
 
ら
 

@
 
@
 
@
 

@
 
＠
 
⑥
 

圏
親
の
生
き
方
が
子
ど
も
に
う
つ
り
 

ま
す
。
 

圏
子
ど
も
の
お
手
本
は
親
で
す
。
 

圏
ま
ず
家
庭
か
ら
大
人
た
ち
か
ら
あ
 

ら
た
め
る
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
 

・つ。 

《
 
一
 

★みなさ んのよ く 見え る と こ ろに は っ て く ださ‘、★ ノ
、
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ご
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弁
城
小
学
校
・
伊
方
小
学
校
・
方
城
中
学
校
 

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
 

て
い
た
冬
休
み
に
な
り
ま
し
た
 

短
い
期
間
で
す
が
学
校
で
話
 

し
合
っ
た
こ
と
が
ら
を
守
っ
て
 

有
意
義
な
冬
休
み
に
し
ま
し
よ
 

・つ。 口
口
山
 

＠
自
分
の
計
画
に
従
い
毎
日
 

実
行
す
る
。
 

・
中
学
生
は
午
前
中
を
学
 

習
時
間
に
し
よ
う
。
 

に
」
」
 

⑥
家
庭
で
で
き
る
お
手
伝
を
 

き
め
て
し
よ
う
、
 

五
時
以
降
の
外
出
は
し
な
 

、
o
 

＠
外
出
の
と
き
は
名
札
を
つ
 

け
る
。
 

・
中
学
生
は
制
服
・
制
帽
 

を
原
則
と
し
て
中
学
生
 

の
服
装
か
ら
は
ず
れ
な
 

・ー 

＠
友
人
宅
の
外
泊
は
絶
対
し
 

な
い
。
 

＠
子
ど
も
だ
け
で
町
外
に
は
 

い
か
な
い
。
 

・
映
画
・
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
 

ー
は
子
ど
も
だ
け
で
は
 

絶
対
い
か
な
い
。
 

⑨
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
し
 

な
い
。
 

＠
自
転
車
の
遠
乗
り
は
子
ど
 

も
だ
け
で
は
し
な
い
。
 

＠
無
免
許
運
転
は
し
な
い
。
 

⑨
か
ら
だ
の
悪
い
と
こ
ろ
は
 

治
療
し
よ
う
 

〇刑法犯少年 表1 （福岡県警まとめ） 

学
 

職
 

別
 

讐別 
年別＼\ 

児 童 生 徒 一 般 少 年 

計
 小学生 中学生 高校生 その他 小計 有職 無職 小計 

52.1へノ9 512 
(10.4) 

2,203 
(44.9) 

1,313 
(26.8) 

141 
(2.9) 

4,169 
(85.0) 

363 
(7.4) 

375 
(7.6) 

738 
5.~

 

4,舶7人 
(100%) 

53.1-9 
499 

(9.3) 
2,506 

(46.8) 
1,346 

(25.2) 讃） 
4,517 

(84.4) 語） 
475

(8
.9 ) 

833 
(15.6) 

5,350人 
(100%) 

減 増 
(%) 

-13 
(2.5) 

+ 303 
(13.8) 認） 

+25 
(17.7) 

+ 348 
(8.3) 

市
「
 

+ 100 
(26.7) 

+95 
(12.9) 

+443人 
(9.0%) 

〇窃盗少年 表 

手
 

口
 

別
 

マ口別 
\ 

年別＼ 

学

校

あ

ら

し

 

空
巣
ね
ら
い
 

忍
 
び
 
込
 
み
 

乗り物盗 車

上

ね

ら

い

 

万
 

引
 

店

舗

あ

ら

し

 

そ
 

の
 

他
 

I 」［ 
自

動

車

 

オ
ー
ト
バ
イ
 

自

転

車

 
52.1- 9 晶

 
謂
 
誌
 

252 638 579 
認
 

2,151 
(43.8) 

125 
(2.5) 

681 
(13.9) 

4,907人 
(100%) 1,4 69(29.9) 

53.i-9 

轟 

謂
 
粛
 

220 660 688 

206 
(3

.9 ) 

2
,46
3 

(46.
0)
 

98 
(1.8) 

739 
(13.8) 

5,350人 
(100%) 1,568(29.3) 

増 減 
(%) 

斎 

+3
 

(1 .6)
 

+8
 

(4~.~) 
-32L+2
2」
 
+109 

+5 
(2

.5 ) 

+312 
(14.
5)
 

 67

。］ ・ 

一 21 

+58 
(8.
5)
 

+ 443人 
(9.0%) +99 (6.7) 

年 表3 
＼学職別 

学 ＼ 

年別 ＼\ 

52.i--9 

職 

53. 1-9 

別 増 減 
(%) 

児 童 生 徒 一 般 少 年 

計
 小学生 中学生 高校生 その他 小計 有職 無職 小計 

592 
(9.7) 

2,693 
(44.1) 

1,582 
(25.9) 

176
(2 .8 ) 

5,043 
(82.5) 轟） 

508 
(8.3) 

1,070 
(17.5) 

6,113人 
(100%) 

553 
(8.7) 

2,928 
(45.9) 

1,531 
(24.0) 

214 
(3.4) 

5,226 
(82.0) 語） 

595 
(9.3) 

1,153 
(18.0) 

6,379人 
(100%) 

-39 
(6.6) 

+235 
(8.7) 

- 51
(3 .2 ) 

+38 
(21.6) 

+ 183 
(3.6) 

- 4
(~.7) 

十87 
(17.1) 謁

 

266人 
(4.4%) 

少年非行の実態 

ニニ特に非行の低年令層への移行＝二 

最
近
、
非
行
が
低
年
令
に
移
 

行
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
 

す
。
実
際
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
 

を
別
表
1
か
ら
指
摘
し
ま
す
と
 

十
五
才
以
下
の
年
少
少
年
は
五
 

二
六
人
中
の
六
三
・
六
％
で
四
 

〇
六
〇
人
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
 

低
年
令
層
の
非
行
が
判
明
し
ま
 

す。 こ
れ
ら
の
非
行
の
中
で
窃
盗
 

が
多
く
別
紙
2
を
見
て
い
た
だ
 

く
と
わ
か
る
よ
う
に
万
引
四
六
 

％
と
乗
り
物
盗
り
二
九
・
三
％
 

で
合
計
七
五
・
三
％
、
 

（五、 

三
五
O
人
中
四
、
〇
三
一
人
と
 

な
っ
て
い
ま
す
）
友
人
と
ぶ
ら
 

り
街
へ
で
か
け
て
の
遊
び
の
な
 

か
で
の
非
行
が
目
立
っ
て
い
る
 

の
が
特
徴
で
す
。
 

こ
の
窃
盗
に
つ
い
て
も
小
・
 

中
・
高
校
生
の
児
童
・
生
徒
が
 

八
四
・
四
％
を
し
め
て
お
り
ま
 

す。 

（
五
、
三
五
〇
人
中
四
、
 

五
一
七
人
）
特
に
中
学
生
の
四
 

六
・
八
％
（
一
二
 
五
〇
六
人
）
 

も
あ
る
こ
と
が
目
立
ち
ま
す
。
 

（
別
紙
3
) 

ま
た
、
近
ご
ろ
は
万
引
が
増
 

加
を
し
て
い
ま
す
。
万
引
の
九
 

一
・
四
％
は
小
学
生
と
中
学
生
 

で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
例
 

で
非
行
の
低
学
令
層
に
移
行
し
 

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

学
校
も
冬
休
み
の
生
活
指
導
 

の
重
点
を
家
庭
へ
連
絡
し
て
い
 

ま
す
の
で
そ
れ
を
中
心
に
し
て
 

家
庭
で
冬
休
み
の
す
ご
し
方
を
 

充
分
子
ど
も
さ
ん
と
話
し
合
っ
 

て
あ
な
た
の
家
庭
に
あ
っ
た
す
 

ご
し
方
を
決
め
て
有
意
義
な
冬
 

休
み
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

非

行

を

 

見

つ

け

た

ら

 

こ

こ

に

連

絡

を

ー

 

〇

方

城

派

出

所

 

②
 

一
一
一
三
三
 

〇

金

田

派

出

所

 

②
 
O

一
一
o
 

〇
方
城
町
中
央
公
民
館
 

②
 

一
四
九
八
 

〇
永
 
岡
 
清
 
正
 

②
 
O
四
六
一
一
 

〇
手
 
島
 
直
 
倫
 

②
 
O
五
五
四
 

〇
福
 
高
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信
 

②
 
O
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原
 

ハ
ッ
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②
 
三
0
七「一 

〇
財
 
津
 
政
 
義
 

②
 
O
七
ニ
〇
 

〇
古
 
賀
 
邦
 
明
 

②
 
〇
一
九
一
一
 

〇

方

城

中

学

校

 

②
 
O
ニ
三
七
 

〇

伊

方

小

学

校

 

②
 
O

一
一
一
七
 

〇

弁

城

小

学

校

 

②
 
O

「
一
一
九
 


